紅葉の名所　～京都～

◎光悦寺（１１月中旬～１１月下旬）（京都市北区鷹峯光悦町）
本阿弥光悦の屋敷跡を寺としており、本阿弥一族の寺が庭園内にある。庭園中央の光悦寺垣（別名臥牛垣と呼ばれる）の周りの紅葉が素晴らしい。
◎源光庵（１１月中旬～１１月下旬）（京都市北区鷹峯北鷹峯町）
鮮やかな楓が美しく、ススキが風に揺れる様も風流である。本堂からは、丸い悟りの窓、四角い迷いの窓のどちらからも美しい秋の庭が眺められる。
◎大徳寺塔頭　高桐院（１１月中旬～１１月下旬）（京都市北区紫野大徳寺町）
高桐院は、細川忠興によって建てられた大徳寺塔頭の一つ。石畳の参道が紅葉した楓の木々に覆われ、その美しさはひときわ。
◎金閣寺（鹿苑寺）（１１月中旬）（京都市北区金閣寺）
金閣を中心とした庭園・建築は極楽浄土をこの世に現したと言われる。周囲を彩る紅葉が鏡容池の水面に揺らめいてはかなげな風情をたたえている。
◎三千院（１１月中旬～１１月下旬）（京都市左京区大原来迎院町）
楓のトンネルをぬけて、御殿門へ至る。杉木立の中に流麗な姿を見せる往生極楽院が秋の色に包まれる。春の桜や初夏のあじさいも美しい。
◎貴船神社（１１月上旬～１１月中旬）（京都市左京区鞍馬貴船町）
貴船山と鞍馬山に囲まれた幽玄な谷間に位置している。モミジ、カツラ、カエデなど、山全体が紅葉し、緑から黄、赤へ、紅葉のグラデーションが素晴らしい。渓谷の自然は神秘的な美しさ。
◎哲学の道（１１月中旬～１１月下旬）（京都府京都市左京区）
近代日本の代表的な哲学者・西田幾太郎や経済学者・河上肇などがよく歩き、思索にふけったと言われ、もとは思索の小径と呼ばれていた。銀閣寺から若王子神社まで、疎水沿いに約1.8km続き、疎水をふちどるように、紅葉のトンネルができる。
◎銀閣寺（慈照寺）（１１月中旬～１１月下旬）（京都市左京区銀閣寺町）
足利八代将軍義政が造営した寺。庭園は上下二段に分かれ、上段は枯山水庭園で、茶の井まで紅葉のトンネルが続く。下段は錦鏡池を中心とした池泉回遊式庭園。金閣寺のような華やかさはないが、落ち着いた風情がある。
◎東福寺（１１月中旬～１１月下旬）（京都市東山区本町）
本堂と開山堂を結ぶ通天橋の一帯は、洗玉澗と呼ばれる渓谷で、楓の雲海が赤くみごとに色づく。
◎仁和寺（１１月中旬）（京都市右京区御室大内）
伽藍の建造物は、その多くが国宝や重要文化財に指定され、世界文化遺産にも登録されている。北庭は、池の背後に松や楓、周囲の季節の花々をあしらった晴れやかな庭。
◎大覚寺（１１月中旬～１１月下旬）（京都市右京区嵯峨大沢町）
嵯峨天皇がこよなく愛した地に建立した嵯峨離宮が前身である。大沢池の回りは、桜や楓の木が多く、楓の紅葉とともに、桜の葉の紅葉も華麗。
◎一休寺（酬恩庵）（１１月上旬～１１月下旬）（京田辺市薪里ノ内）
文永4年（1267年）創建だが、室町時代に一休禅師が再興した寺。青い苔に紅葉が映える。御影石の石畳に紅葉がこぼれるように紅く染まる。
